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i 

 

『
遠
藤
隆
吉
研
究
所
資
料
調
査
報
告
』
発
刊
に
当
た
っ
て 

内
田
茂
男
（
兼
担
研
究
員
・
学
校
法
人
千
葉
学
園
理
事
長
） 

  

本
学
の
創
設
者
、
遠
藤
隆
吉
は
少
年
時
か
ら
英
語
、
漢
文
を
学
び
、
東
西
の
古
典
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。
学
校
時
代
は
常
に
優
等
生
だ
った
と
い
う
こ
と
で

す
。
東
京
大
学
卒
業
後
、
哲
学
、
社
会
学
、
歴
史
学
な
ど
幅
広
い
分
野
で
研
究
業
績
を
積
み
上
げ
て
い
ま
す
。 

１
９
２
８
年
に
本
学
の
前
身
、
巣
鴨
高
等
商

業
学
校
を
設
立
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
、
研
究
か
ら
教
育
に
大
き
く
重
心
を
移
し
て
い
った
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
専
門
書
か
ら
啓
蒙
書
、
処
世

訓
に
い
た
る
ま
で
社
会
の
よ
り
よ
き
発
展
に
貢
献
す
る
目
的
で
膨
大
な
著
作
を
世
に
問
い
ま
し
た
。 

 

遠
藤
の
思
考
は
き
わ
め
て
肥
沃
で
多
様
性
に
富
ん
で
い
ま
す
が
、
大
き
な
柱
は
次
の
３
つ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

１
つ
は
、
「パ
ン
タ
ラ
イ
（万
物
は
流
転
す
る
）」。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
の
思
想
で
す
が
、
世
界
は
一
点
に
止
ま
って
い
る
の
で
は
な
い
、
常
に

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
って
ゆ
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
中
国
古
来
の
思
想
に
も
通
じ
ま
す
。
遠
藤
は
こ
の
思
想
を
も
と
に
現
実
の
社
会
の
変
化
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。  

 

 

２
つ
は
、
「孝
」。
遠
藤
は
『
思
想
講
話
』の
中
で
中
国
に
お
け
る
道
徳
上
の
最
高
概
念
だ
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
「孝
」と
い
う
家
族
倫
理
を
国
家
の
倫
理
に

繋
げ
、
そ
し
て
社
会
倫
理
へ
と
敷
衍
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
って
個
と
社
会
が
つ
な
が
って
い
る
と
い
う
の
で
す
。 

 

３
つ
は
、
「治
道
家
」。
遠
藤
は
、
幅
広
い
学
問
を
土
台
に
社
会
国
家
を
指
導
す
る
人
間
で
あ
り
た
い
、
と
し
て
、
自
身
を
「治
道
家
」と
称
し
、
多
角
的
な
知

識
を
持
った
実
践
者
、
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
者
だ
、
と
表
現
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
遠
藤
は
、
学
問
の
行
き
過
ぎ
た
専
門
化
、
部
分
化
に
よ
って
全
体
と
の
関
係
が
あ
い
ま
い
に
な
る
こ
と
を
戒
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
西
洋
の
文
明
を
学
ぶ

に
は
東
洋
を
学
び
、
東
洋
を
理
解
す
る
に
は
西
洋
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

こ
と
し
は
遠
藤
隆
吉
が
誕
生
し
て
ち
ょ
う
ど
１
５
０
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
に
、
残
さ
れ
た
膨
大
な
書
籍
、
文
献
を
整
理
し
、
ざ
わ
つ

く
世
界
、
わ
た
し
た
ち
の
日
本
を
見
つ
め
直
す
新
た
な
視
点
を
探
す
旅
に
出
た
い
と
考
え
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
支
援
く
だ
さ
い
。 

 



 

ii 

 

『
遠
藤
隆
吉
研
究
所 

資
料
調
査
報
告
書
』
第
一
号
刊
行
に
あ
た
っ
て  

原
科
幸
彦
（
兼
担
研
究
員
・
千
葉
商
科
大
学 

学
長
） 

  

本
学
の
創
設
者
、
遠
藤
隆
吉
先
生
は
商
業
道
徳
の
涵
養
を
、
建
学
の
理
念
を
と
し
ま
し
た
。
遠
藤
先
生
が
教
育
の
目
標
と
す
る
人
材
像
を
「治
道
家
」と
呼

ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
高
い
倫
理
観
を
備
え
た
指
導
者
の
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
企
業
や
公
的
機
関
、
市
民
団
体
な
ど
様
々
な
組
織
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー

の
あ
る
べ
き
姿
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
幅
広
い
教
養
を
持
ち
高
い
倫
理
観
を
備
え
る
こ
と
が
必
要
で
、
本
学
は
そ
の
教
育
を
目
指
し
て
来
ま
し
た
が
、
人
間
形

成
の
基
盤
と
な
る
学
び
で
す
。 

文
学
博
士
で
あ
る
、
遠
藤
先
生
は
多
く
の
著
作
を
残
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
広
く
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
思
想
は
普
遍
的
な
も
の
で
、
本
学
創
設

以
来
、
１
０
０
年
近
く
に
な
る
今
日
も
連
綿
と
生
き
続
け
て
い
ま
す
。
遠
藤
先
生
は
特
に
東
洋
思
想
を
重
視
し
、
「治
道
家
」の
育
成
に
は
武
士
的
精
神
の
注

入
が
必
要
だ
と
し
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
を
、
新
渡
戸
稲
造
が
日
本
の
モ
ラ
ル
の
源
泉
と
し
て
整
理
し
た
武
士
道
の
こ
と
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
自
由
競
争
経

済
の
も
と
、
強
欲
資
本
主
義
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
拝
金
主
義
が
行
き
す
ぎ
て
し
ま
った
今
日
こ
そ
、
求
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。 

  

本
学
で
は
、
遠
藤
先
生
の
思
想
を
改
め
て
研
究
し
、
そ
の
考
え
を
広
く
伝
え
る
こ
と
が
今
日
の
社
会
に
対
す
る
重
要
な
貢
献
で
あ
る
と
考
え
、
２
０
２
３
年

の
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
あ
た
り
遠
藤
隆
吉
研
究
所
を
設
立
し
ま
し
た
。 

当
研
究
所
の
最
初
の
成
果
が
、
こ
こ
に
お
届
け
す
る
『
家
学
の
書
』の
翻
刻

と
書
き
下
し
、
現
代
語
訳
で
す
。
家
学
と
は
、
一
つ
の
家
で
世
代
か
ら
世
代
へ
と
伝
え
ら
れ
る
伝
統
的
学
問
の
こ
と
で
す
。
伝
統
を
継
承
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
よ
り
広
く
学
問
の
正
し
い
道
と
は
何
か
を
論
じ
た
本
書
を
ご
覧
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。 

 
 



 

iii 

 

遠
藤
隆
吉
「
家
学
の
書
」
調
査
報
告
発
刊
に
よ
せ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

寺
野
隆
雄 

（
千
葉
商
科
大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
長
） 

  

私
が
遠
藤
隆
吉
の
名
前
を
聞
い
た
の
は
本
学
に
奉
職
し
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
学
の
創
始
者
と
い
う
こ
と
と
、
学
内
に
石
碑
が
あ
る
こ
と
を
知
った
。

彼
の
思
想
に
興
味
を
も
った
の
は
、
コ
ロ
ナ
下
の
２
０
２
２
年
に
基
盤
教
育
機
構
・枡
岡
大
輔
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
有
志
の
間
で
、
「生
々
主
義
哲
学
綱
要
」 

の
勉
強
会
を
開
催
し
て
か
ら
で
あ
った
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
本
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
良
い
印
象
が
な
い
。
遠
藤
隆
吉
の
著
作
の
一
部
が
切
り
取
ら
れ
て
羅
列
さ

れ
て
い
る
だ
け
だ
った
か
ら
で
あ
る
。
各
章
ご
と
に
記
述
に
ム
ラ
と
矛
盾
が
あ
り
十
分
な
理
解
が
で
き
な
か
った
。 

 

本
学
の
会
議
室
に
漢
文
の
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
知
って
い
た
が
、
こ
の
漢
文
を
し
た
た
め
た
の
が
、
遠
藤
隆
吉
で
あ
り
、
ま
た
、
未
だ
そ
の
解
題
も
な

さ
れ
て
い
な
か
った
こ
と
を
知
った
の
は
、
本
研
究
セ
ン
タ
ー
が
立
ち
上
が
り
、
遠
藤
隆
吉
研
究
所
が
開
設
さ
れ
た
と
き
の
運
営
委
員
会
の
席
で
あ
った
。
お
よ
そ
、

創
立
者
の
業
績
は
、
の
ち
の
研
究
調
査
に
よ
って
明
ら
か
に
な
って
い
く
も
の
と
信
じ
る
。
慶
應
大
学
の
福
沢
諭
吉
し
か
り
、
早
稲
田
大
学
の
大
隈
重
信
し
か
り

で
あ
る
。 

 

本
調
査
が
き
っか
け
に
な
り
、
遠
藤
隆
吉
の
思
想
が
あ
き
ら
か
に
な
り
、
そ
の
業
績
が
人
口
に
膾
炙
す
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
私
自
身
の
専
門
領
域

は
、
知
能
情
報
学
で
あ
り
分
野
外
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
研
究
調
査
に
、
微
力
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ･

Ａ
Ｉ
の
技
術
で
協
力
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。
今

後
の
研
究
の
発
展
に
期
待
し
た
い
。 

 
 



 

iv 

 

『
遠
藤
隆
吉
研
究
所
資
料
調
査
報
告
』
第
一
号
刊
行
に
あ
た
っ
て 

 

趙 

軍
（
遠
藤
隆
吉
研
究
所
長
） 

  

昨
年
の
春
に
遠
藤
隆
吉
研
究
所
が
設
立
さ
れ
、
今
年
の
３
月
に
ち
ょ
う
ど
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
白
紙
状
態
か
ら
の
発
足
な
の
で
、
所
員
一
同
が
ま
だ
手

探
り
で
研
究
活
動
を
開
拓
し
て
い
く
段
階
に
あ
り
ま
す
。
幸
い
、
遠
藤
先
生
が
私
た
ち
に
残
さ
れ
て
く
れ
た
事
業
的
遺
産
の
ほ
か
、
文
化
的
遺
産
と
思
想
的

遺
産
が
実
に
膨
大
的
な
も
の
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
接
近
・理
解
と
研
究
が
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
、
一
年
来
、
我
々
は
個
人
的
テ
ー
マ
の
研
究

を
進
め
な
が
ら
、
共
同
作
業
の
形
で
の
共
同
研
究
も
行
って
き
て
い
ま
す
。
遠
藤
先
生
の
諸
遺
産
を
整
理
・研
究
し
な
が
ら
、
解
明
・継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
は

長
い
歳
月
を
か
け
て
継
続
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
雄
大
な
作
業
で
あ
る
と
は
存
じ
ま
す
が
、
我
々
の
作
業
の
段
階
的
な
成
果
を
ｗ
ｅ
ｂ
上
ま
た
は
紙
媒
体

上
で
公
開
し
、
千
葉
学
園
関
係
者
を
は
じ
め
社
会
に
還
元
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
本
誌
を
刊
行
す
る
所
以
で
す
。 

 

本
誌
は
遠
藤
隆
吉
研
究
所
で
調
査
し
た
資
料
等
に
付
き
、
年1

回
程
度
不
定
期
で
刊
行
す
る
も
の
で
す
。
創
刊
号
に
あ
た
る
今
号
は
、
本
学
本
館
６-

２

会
議
室
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
遠
藤
隆
吉
先
生
の
墨
蹟
「家
学
の
書
」を
翻
刻
・解
説
す
る
内
容
で
す
。
い
わ
ば
千
葉
商
科
大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
遠
藤
隆
吉

研
究
所
の
資
料
調
査
報
告
の
第1

号
に
な
り
ま
す
。
原
稿
の
作
成
に
あ
た
って
、
「家
学
の
書
」調
査
・解
読
班
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
朽
木
量
（
遠
藤
隆
吉
研
究
所

副
所
長
・千
葉
商
科
大
学
政
策
情
報
学
部
長
・教
授
）と
堀
和
孝
（慶
応
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
嘱
託
）の
両
先
生
は
、
こ
の
漢
文
か
ら
な
る
文
献
を

翻
刻
し
た
う
え
で
、
読
み
下
し
と
現
代
語
訳
を
加
え
ま
し
た
。
両
氏
の
努
力
に
敬
意
を
払
い
な
が
ら
、
本
研
究
所
初
め
て
の
研
究
成
果
と
し
て
読
者
の
皆
さ

ん
に
お
届
け
し
ま
す
。 
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例
言 

（１
）本
書
は
千
葉
商
科
大
学
本
館
６
―
２
会
議
室
に
掲
出
さ

れ
て
い
る
、
「家
学
の
書
」と
呼
ば
れ
て
い
る
遠
藤
隆
吉
直
筆

の
墨
蹟
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
書
で
あ
る
。 

（２
）調
査
は
、
千
葉
商
科
大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
内
の
遠
藤

隆
吉
研
究
所
（定
常
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）が
実
施
し
た
。 

（３
）遠
藤
隆
吉
研
究
所
の
体
制
な
ら
び
に
本
書
に
か
か
る
調
査

体
制
は
別
記
の
通
り
で
あ
る
。 

（４
）調
査
は
２
０
２
３
年
８
月
２
８
日
に
、
整
理
及
び
執
筆
作

業
は
同
日
か
ら
２
０
２
４
年
２
月
末
日
ま
で
実
施
し
た
。 

（５
）本
書
の
編
集
は
朽
木
量
が
行
った
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（６
）「家
学
の
書
」の
翻
刻
は
堀
和
孝
・朽
木
量
が
行
い
、
書
き
下 

 
し
文
と
現
代
語
訳
の
作
成
は
堀
和
孝
が
行
った
。
参
考
と

し
て
掲
載
し
た
「為
学
之
法
」は
、
『巣
園
集
』の
原
文
（白

文
）を
そ
の
ま
ま
引
用
し
、
そ
の
翻
刻
・書
き
下
し
・現
代

語
訳
の
作
成
は
朽
木
量
が
行
った
。 

（７
）解
題
・論
考
は
タ
イ
ト
ル
と
共
に
筆
者
を
明
記
し
た
。 

（８
）本
書
の
著
作
人
格
権
は
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
者
が
有
し
、
著

作
財
産
権
及
び
版
権
は
千
葉
商
科
大
学
が
保
有
す
る
。 

（９
）本
書
の
刊
行
ま
で
に
次
の
方
々
に
ご
協
力
を
賜
った
。
記
し

て
感
謝
申
し
上
げ
る
（順
不
同
、
敬
称
略
）。 

中
島
圭
一
・内
田
茂
男
・原
科
幸
彦
・千
葉
商
科
大
学
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
（寺
野
隆
雄
・宮
澤
尚
子
・谷
川
健
二
・高
木

智
也
・田
村
真
弓
・坂
本
麻
由
美
） 
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令
和
五
年
度 

遠
藤
隆
吉
研
究
所 

定
常
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

メ
ン
バ
ー 

 

所
長 

 
 

 
 

趙 
 

軍 
 

 
 

商
経
学
部 

教
授 

副
所
長 

 
 

 
朽
木 

 

量 

政
策
情
報
学
部 

学
部
長
・教
授 

兼
担
研
究
員 

内
田
茂
男 

学
校
法
人
千
葉
学
園 

理
事
長 

兼
担
研
究
員 

原
科
幸
彦 
千
葉
商
科
大
学 

学
長 

兼
担
研
究
員 

枡
岡
大
輔 

基
盤
教
育
機
構 

准
教
授 

兼
担
研
究
員 

朱 

全
安 

千
葉
商
科
大
学 

特
定
教
授 
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遠
藤
隆
吉
「
家
学
の
書
」 

翻
刻 

 
 

 
 

  

凡
ソ

學
問
之
法
雖
モ

レ 

曰
フ
ト

下

従
ウ

二

人
之
所
ニ

一
レ

好
ム

而
已
ト

上

、 

知
ル

三

人
之
共
知
シ

可
キ
ヲ

二

共
知
ス

一 

者
其
第
一
義
也
。 

咸
徴
ス
ル
ニ

二

之
ヲ

中
華
ニ

一

四 

書
ハ
本
也
。
莫
シ

二

人
不
一
レ

讀
マ 

焉
。
後
世
属
リ

レ

文
ヲ

著
ス
ニ

レ

書
ヲ 

其
意
其
想
皆
本
ク

二

於 

 

 

対
応
箇
所
写
真
（
部
分
） 
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此
ニ

一

。
不
レ

知
ラ

二

其
本
ヲ

一

而
能 

解
ス
ル

二

其
末
ヲ

一

者
未
ダ

ザ
ル
二

之
有
ラ

一

也
。 

中
學
諸
生
所
ノ

レ

讀
ム 

漢
文
讀
本
者
自
ヨ
リ
シ 

而
而
シ
テ

難
シ

。
自
二

日
本
外
史
一 

始
メ

経
テ

二

十
八
史
略
ヲ

一

入
リ

二

唐 

宋
八
家
ニ

一

而
不
レ

及
二

四 

書
ニ

一

也
。
假
令
讀
ム
モ

レ

之
ヲ 

又
唯
抄
本
ニ
シ
テ

不
レ

得
二

其 

全
豹

〔貌
カ
〕

ヲ
一

也
。
諸
生
業
ト
ス
ル

二 

漢
文
ヲ

一

所
以
如
ク
ニ
シ

レ

此
而
足
ラ
ン 
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焉
。
為
二

学
之
法
一

則
チ

異
ル

レ 
此
ト

矣
。
先
ニ
シ

二

四
書
ヲ

一

後
ニ
ス
ル
ハ

二

漢 

唐
ヲ

一

自
ラ

本
ニ
シ

而
末
ト
ス
ル

二

四 

書
ヲ

一

者
学
者
共
知
シ

可
キ

二 

共
知
ス

一

者
、
不
ル

三
レ

知
ラ

無
キ
ヲ

二

以
テ

レ

論
ヲ 

学
ブ

一

也
。
徴
ス
ル
ニ

二

之
ヲ

西
洋
ニ

一

基 

督
教
経
テ

二

希
拉
古
典
ヲ

一 

称
シ
テ

為
ス

二

人
間
思
想
之
所
ト

一
レ 

本
タ
ル

。
修
ム
ル

二

西
洋
ヲ

一

学
者
共 

知
シ

可
キ

二

共
知
ス

一

者
也
。
不
ル
ハ

レ

知
ラ

レ 

之
ヲ

無
キ

二

以
テ

レ

論
ヲ

西
洋
ヲ

学
ブ

一

也
。 
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雖
モ

レ

然
リ
ト

学
問
之
道
ハ
多
端
ニ
シ
テ 

修
ム
ル
ニ
モ

二

其
一
科
ヲ

一

猶
且
費
シ
テ

二 

終
身
之
力
ヲ

一

憾
ム

レ

難
キ
ヲ

レ

完
シ

焉
。 

奚
能
修
メ
テ

レ

一
ヲ

功
セ
ン

レ

学
ヲ

耶
。 

余
於
テ

レ

此
ニ
爾
裁
定
ヲ

為
ス

レ

二
ト

。 

曰
ク

修
ム
ル

レ

文
ヲ

也
。
文
ニ
有
リ

レ

二
。
為
シ

レ

拉
ト 

為
ス

レ

漢
ト

。
拉
ヲ

分
而
為
ス

レ

二
ト

。
為
シ

レ 

古
ト

為
ス

二

大
陸
ト

一

。
漢
亦
分
而 

為
ス

レ

二
ト

。
為
シ

レ

古
ト

為
ス

レ

今
ト

。
修
ム
ル
ニ

レ

文
ヲ 

者
古
ヲ

為
シ

レ

主
ト

二
國
ノ

文
ヲ

不
レ

可
レ 

不
レ

兼
也
。
是
為
シ

二

入
学
之 
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門
ト

一

而
シ
テ

後
修
ム
ル

レ

学
ヲ

也
。
学
ブ

者 
古
典
也
。
以
テ

レ

知
ヲ

知
リ

二

人
情 

之
所
ヲ

一
レ

本
ト
ス
ル

與
ル

三

社
會
之
所
‐二
以
ト 

興
ル

一

。
而
シ
テ

後
為
ス

二

體
シ
テ

レ

之
ヲ

身
ト

一

也
。 

其
如
キ
ハ

レ

修
ム
ル

二

一
科
ヲ

一

学
ブ

二 

各
従
イ

一
レ

所
ニ

レ

好
ム

而
已
。
余
以
テ

レ 

之
ヲ

為
シ

二

家
學
ノ

書
ト

一

以
テ

二

自
戒
ヲ

一

云
ウ

。 

昭
和
十
年
三
月 

巣
園 

 

〔関
防
印
〕 

尊
天
光 

〔落
款
〕 

遠
藤
氏
（
上
） 

隆
吉
（下
） 
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遠
藤
隆
吉
「
家
学
の
書
」 

書
き
下
し
文 

 
凡 お

よ

そ
学
問
の
法
は
、
人
の
好
む
所
に
従
う
而
已

の

み

と
曰

う
と
雖

 
 

も
、
人
の
共
知
し
、
共
知
す
べ
き
を
知
る
は
、
そ

の
第
一
義
也
。
咸 み

な

こ
れ
を
中
華
に
徴
す
る
に
、
四
書
は

本
也
。
人
読
ま
ざ
る
莫 な

し
。
後
世
、
文
を
属 つ

づ

り
書
を
著

す
に
、
そ
の
意
そ
の
想
、
皆
こ
こ
に
本

も
と
づ

く
。
そ
の
本
を
知

ら
ず
し
て
、
能 よ

く
そ
の
末
を
解
す
る
者
、
未
だ
こ
れ
有

ら
ざ
る
也
。
中
学

 
 

諸
生
読
む
所
の
漢
文
読
本
は
、
自
ず

よ
り
し
て
而

し
こ
う

し
て
難
し
。
日
本
外
史
よ
り
始
め
、
十
八

史
略
を
経
て
、
唐
宋
八
家
に
入
り
、
而

し
こ
う

し
て
四
書
に
及

ば
ざ
る
也
。
仮
令

た

と

え

こ
れ
を
読
む
も
、
ま
た
唯
抄
本
に
し

て
、
そ
の
全
豹

 
 

 
 

を
得
ざ
る
也
。
諸
生
漢
文
を
業
と
す
る

所
以

ゆ

え

ん

、
か
く
の
如
く
に
し
て
足
ら
ん
や
。
学
の
法
た
る
、

則
ち
こ
れ
と
異
な
る
。
四
書
を
先
に
し
漢
唐
を
後
に
す

る
は
自
ず
か
ら
本
に
し
て
、
四
書
を
末
と
す
る
は
、
学

者
共
知
し
共
知
す
べ
き
も
の
、
論
を
以
て
学
ぶ
無
き
を

知
ら
ざ
る
也
。
こ
れ
を
西
洋
に
徴
す
る
に
、
基
督
教
、
希

拉
古
典
を
経
て
、
称
し
て
人
間
思
想
の
本
た
る
所
と
為

す
。
西
洋
を
修
む
る
学
者
、
共
知
し
共
知
す
べ
き
者
也
。

こ
れ
を
知
ら
ざ
る
は
、
論
を
以
て
西
洋
を
学
ぶ
無
き
也
。

然
り
と
雖
も
、
学
問
の
道
は
多
端
に
し
て
、
そ
の
一
科
を

修
む
る
に
も
猶
且
つ
終
身
の
力
を
費
や
し
て
、
完

ま
っと
う

し
難

き
を
憾 う

ら

む
。
奚

い
ず
く

ん
ぞ
能 よ

く
一
を
修
め
て
学
を
功
せ
ん
や
。
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余
此
に
於
て
そ
の
裁
定
を
二
と
為
す
。
曰
く
文
を
修
む

る
也
。
文
に
二
有
り
。
拉
と
為
し
漢
と
為
す
。
拉
を
分

ち
て
二
と
為
す
。
古
と
為
し
、
大
陸
と
為
す
。
漢
亦
分

ち
て
二
と
為
す
。
古
と
為
し
、
今
と
為
す
。
文
を
修
む
る

に
は
古
を
主
と
為
し
、
二
国
の
文
を
兼
ね
ざ
る
可
ら
ざ

る
也
。
是
入
学
之
門
と
為
し
、
而

し
こ
う

し
て
後
、
学
を
修
む

る
也
。
学
ぶ
は
古
典
也
。
知
を
以
て
人
情

 
 

の
本
と
す
る

所
を
知
り
、
社
会
の
興
る
所
以

ゆ

え

ん

と
与

あ
ず
か

る
。
而

し
こ
う

し
て
後
、

こ
れ
を
体
し
て
身
と
為
す
也
。
そ
れ
一
科
を
修
む
る
如

 
 

き
は
、
各
好
む
所
に
従
い
学
ぶ
而
已

の

み

。
余
、
こ
れ
を
以
て

家
学
の
書
と
為
し
、
自
戒
を
以
て
云
う
。 

 
昭
和
十
年
三
月 

巣
園 

  

関
防
印 

尊
天
光 

 

落
款 

遠
藤
氏
（上
） 

隆
吉
（下
） 
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遠
藤
隆
吉
「
家
学
の
書
」 

現
代
語
訳 

 
 

 

 
お
よ
そ
学
問
の
正
し
い
道
と
は
、
人
の
好
む
と
こ
ろ
に

従
う
の
み
と
言
う
け
れ
ど
も
、
人
々
が
理
解
を
共
有
し
、

ま
た
理
解
を
共
有
す
べ
き
こ
と
を
知
る
の
が
、
学
問
の
第

一
義
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
中
国
の
事
例
で
説
明
す
る
と
、

四
書
（
１
）
は
本
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ま
な
い
人
は
い
な
い
。

後
世
の
人
が
文
章
を
書
い
た
り
書
物
を
著
す
の
に
、
そ
の

意
見
や
思
想
の
源
は
全
て
こ
こ
に
発
す
る
の
で
あ
る
。
そ

の
本
を
知
ら
ず
し
て
末
を
理
解
す
る
者
は
未
だ
か
つ
て

存
在
し
た
こ
と
が
な
い
。
中
学
生
（
２
）
の
読
む
漢
文
読
本

は
、
自
然
と
難
し
い
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
『
日
本
外
史
』
か

ら
始
め
、
『十
八
史
略
』
を
経
て
『唐
宋
八
大
家
文
』に
進

む
が
、
四
書
ま
で
は
及
ば
な
い
。
た
と
え
四
書
を
読
む
こ

と
が
あ
っ
て
も
一
部
分
だ
け
で
あ
り
、
全
文
を
学
ぶ
こ
と

は
な
い
。
漢
文
を
学
習
す
る
の
に
、
こ
の
よ
う
な
方
法
で

十
分
な
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
異
な
り
、
四

書
を
ま
ず
学
ん
で
そ
れ
か
ら
漢
代
や
唐
代
の
も
の
に
進

む
の
が
正
し
い
道
で
あ
り
、
四
書
を
最
後
に
す
る
の
は
正

攻
法
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
を
学
者
は
共
通
し
て
認
識
し
、

ま
た
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。 

こ
れ
を
西
洋
の
事
例
で
説
明
す
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
、

ギ
リ
シ
ャ
・
ラ
テ
ン
の
古
典
を
経
て
、
称
し
て
人
間
思
想

の
根
本
と
な
す
の
で
あ
る
。
西
洋
学
を
専
攻
す
る
学
者
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は
、
そ
の
こ
と
の
理
解
を
共
有
し
、
ま
た
理
解
を
共
有
す

べ
き
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
気
付
か
な
い
で
い
る
と
、
正
し

い
道
に
則
っ
て
西
洋
の
こ
と
を
学
ん
で
い
る
と
は
言
え
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
学
問
の
世
界
は
広
大
で
あ
り
、
一
生

を
か
け
て
一
つ
の
分
野
に
取
り
組
ん
で
も
残
念
な
が
ら

完
全
は
期
し
難
い
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
一
科
を
修
め
て
、

充
実
し
た
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。 

こ
こ
に
お
い
て
私
は
、
そ
の
可
否
を
裁
定
し
て
二
つ
と

す
る
。
文
学
を
例
に
と
ろ
う
。
文
学
に
は
二
種
類
が
あ

り
、
一
つ
に
ラ
テ
ン
文
学
、
も
う
一
つ
に
漢
文
学
が
あ
る
。

ラ
テ
ン
文
学
は
さ
ら
に
古
典
文
学
と
大
陸
文
学
の
二
つ

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
漢
文
学
も
ま
た
古
文
と
今

文
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
学
を
修
め
る
に

は
古
典
を
主
と
し
、
か
つ
二
つ
の
国
の
言
葉
に
通
じ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
学
問
の
道
に
入
る
た
め
の

前
提
と
し
、
そ
の
上
で
修
行
に
励
む
の
で
あ
る
。
学
ぶ
も

の
は
古
典
で
あ
る
。
人
情
の
根
本
を
な
す
も
の
を
知
識
と

し
て
身
に
付
け
、
社
会
が
発
生
す
る
所
以
と
関
わ
る
。

そ
の
よ
う
に
し
て
こ
れ
を
自
ら
の
血
肉
と
す
る
の
で
あ
る
。

ど
の
学
科
を
修
め
る
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
好
み
に
従

う
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
家
学
書
」
と
し
、
自
戒
を
込

め
て
記
す
。 

 
昭
和
十
年
三
月 

 
 

 
 

 
 

 

巣
園 
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註 （１
）『大
学
』、
『中
庸
』、
『論
語
』、
『孟
子
』の
四
書
。 

（２
）旧
制
中
学
生
の
意
味
。 
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以
此
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点
は
原
文
の
ま
ま
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為
レ

学
ブ

之
法 

凡
ソ

學
問
之
法
ハ
。 

雖
モ

下

曰
ク

従
ウ

二

人
之
所
ニ

一
レ

好
ム

而
已
ト

上
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知
ル
ハ

三

人
之
共
知
シ

可
キ
ヲ

二

共
知
ス
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一
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哉
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徴
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中
華
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本
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人
不
一
レ

讀
マ

焉
。 

後
世
属
リ

レ

文
ヲ

著
ス
ニ

レ

書
ヲ

。
皆
本
ヅ
ク

焉
。 

不
シ
テ

レ

知
ラ

二

其
本
ヲ

一

。
而
解
ス
ル

二

其
末
ヲ

一

者
。 

未
ダ

二

之
有
ラ

一

也
。 

徴
ス
ル
ニ

二

之
ヲ

西
洋
ニ

一

。
基
督
教
及
ビ

希
拉
ノ

書
ヲ

。 

称
シ
テ

為
ス

二

人
間
思
想
之
所
ト

一
レ

本
タ
ル

。 

修
ム
ル

二

西
洋
学
ヲ

一

者
。
共
知
シ

可
キ

二

共
知
ス

一

者
。 

不
シ
テ

レ

讀
マ

レ

之
ヲ

。
罔
キ
ヲ

以
テ

論
ズ
ル

二

西
洋
学
ヲ

一

也
。 

然
レ
ド
モ

学
ノ

海
ハ
汪
洋
二
シ
テ

。
何
處
ニ
カ

求
メ
ン

レ

津
ヲ

。 

余
乃
チ

裁
定
シ
テ

為
ス

レ

二
ト

。 

一
ニ
曰
ク

修
ム
ル

レ

文
ヲ

。
文
ニ
有
リ

レ

二
。 

為
シ

レ

拉
ト

。
為
ス

レ

漢
ト

。 

拉
ヲ

分
チ
テ

而
為
ス

レ

二
ト

。
為
シ

レ

古
ト

。
為
ス

二

大
陸
ト

一

。 

漢
亦
分
チ
テ

而
為
ス

レ

二
ト

。
為
シ

レ

古
ト

為
ス

レ

今
ト

。 

修
ム
ル
ニ

レ

文
ヲ

者
古
ヲ

為
ス

レ

主
ト

。 

而
チ

二
國
ノ

文
。
不
レ

可
カ
ラ

レ

不
レ

兼
也
。 

是
為
ス

二

入
学
之
門
ト

一

。 
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二
ニ
曰
ク

修
ム

レ

学
ヲ

。
学
ハ
者
古
典
ヲ
シ
テ

。 

知
リ

二

人
情
之
所
レ

本
ト
ス
ル

與
社
会
之
所
ヲ

一
レ

興
ル

。 

而
後
體
ヅ
ク
ル

二

之
ヲ

身
ニ

一

。 

余
以
テ

レ

此
ヲ

為
シ

二

家
學
ノ

書
ト

一

以
テ

一

自
戒
ヲ

二

云
ウ

。 
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遠
藤
隆
吉
「
為
学
之
法
」 

書
き
下
し
文 

 
学
ぶ
為 た

め

の
法 

凡 お
よ

そ
學
問
の
法
は
、
曰
く
人
の
好
む
所
に
従
う
の
み

と
雖

い
え
ど

も
、
人
の
共
知
し
共
知
す
べ
き
を
知
る
は
そ
の
第

一
義
か
な
。 

こ
れ
を
中
華
に
徴
す
る
に
四
書
は
本 も

と

な
り
。
人
読
ま

ざ
る
莫 な

し
。
後
世
、
文
を
属 つ

づ

り
、
書
を
著
す
に
皆
本
づ

く
。
そ
の
本
を
知
ら
ず
し
て
、
そ
の
末
を
解
す
る
者
未

だ
こ
れ
有
ら
ざ
る
な
り
。 

こ
れ
を
西
洋
に
徴
す
る
に
、
基
督

キ
リ
ス
ト

教
、
希

拉

ギ
リ
シ
ャ･

ラ
テ
ン

の
書

を
称
し
て
、
人
間
思
想
の
本
た
る
所
と
な
す
。
西
洋
学

を
修
む
る
者
、
共
知
し
共
知
す
べ
き
は
、
こ
れ
を
読
ま

ず
し
て
罔 く

ら

き
を
以
て
西
洋
学
を
論
ず
る
な
り
。 

然
れ
ど
も
学
の
海
は
汪
洋
に
し
て
、
何
處

い
ず

く

に
か
津
を

求
め
ん
。
余
乃
ち
裁
定
し
て
二
と
為
す
。 

一
に
曰
く
文
を
修
む
る
。
文
に
二
有
り
。
拉
と
為
し
、

漢
と
為
す
。
拉
を
分
ち
て
二
と
為
す
。
古
と
為
し
、
大

陸
と
為
す
。
漢
ま
た
分
ち
て
二
と
為
す
。
古
と
為
し
、

今
と
為
す
。
文
を
修
む
る
に
は
古
を
主
と
為
す
。
而
ち

二
国
の
文
兼
ね
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
こ
れ
入
学
の
門

と
為
す
。 

二
に
曰
く
学
を
修
む
。
学
は
古
典
を
し
て
人
情
の
本

と
す
る
所
と
社
会
の
興
る
所
を
知
り
、
し
か
る
後
こ
れ
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を
身
に
體

か
た
ち

づ
く
る
。 

余
こ
れ
を
以
って
家
學
の
書
と
な
し
、
自
戒
を
以
て
云

う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 
 



 

- 16 - 

 

遠
藤
隆
吉
「
為
学
之
法
」 

現
代
語
訳 

 

学
ぶ
為
の
方
法 

一
般
に
学
問
の
方
法
は
、
人
の
好
む
所
に
よ
る
の
み
だ

と
い
っ
て
も
、
人
が
共
に
知
り
共
に
知
っ
て
い
る
べ
き
事
柄

を
知
って
い
る
の
は
そ
の
第
一
義
で
あ
る
。 

こ
れ
を
中
国
の
事
例
に
求
め
る
と
四
書
は
基
本
で
あ

る
。
こ
れ
を
読
ま
な
い
人
は
い
な
い
。
後
世
の
人
が
文
章

を
つ
づ
り
、
書
物
を
著
す
と
き
に
皆
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
い

る
。
そ
の
本
源
を
知
ら
な
い
で
、
そ
の
末
端
を
理
解
す
る

者
は
未
だ
居
た
こ
と
が
な
い
。 

こ
れ
を
西
洋
の
事
例
に
求
め
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
、
ギ

リ
シ
ャ
・
ラ
テ
ン
の
書
物
を
称
し
て
、
人
間
思
想
の
基
本

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
西
洋
学
を
修
め
る
者
が
共
に
知
り

共
に
知
る
べ
き
で
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
読
ま
な
い
で
い
て

は
、
無
知
で
あ
る
ま
ま
に
西
洋
学
を
論
じ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
学
問
の
海
は
広
大
で
あ
っ
て
、
ど
こ

に
港
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
そ
こ
で
私
は
、
対

象
を
二
つ
に
分
割
す
る
。 

一
つ
目
は
文
学
を
修
め
る
こ
と
で
あ
る
。
文
学
に
は
二

種
類
が
あ
り
、
一
つ
に
ラ
テ
ン
文
学
、
も
う
一
つ
に
漢
文

学
が
あ
る
。
ラ
テ
ン
文
学
は
さ
ら
に
古
典
文
学
と
大
陸

文
学
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
漢
文
学
も
ま
た
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古
文
と
今
の
文
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
学

を
修
め
る
に
は
古
典
を
主
と
し
、
か
つ
、
こ
の
二
国
の
文

学
を
並
行
し
て
修
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
れ
が
学
問

に
入
る
時
の
入
口
と
な
る
。 

二
つ
目
は
学
問
を
修
め
る
こ
と
で
あ
る
。
学
問
と
い
う

も
の
は
、
古
典
に
よ
っ
て
人
情
の
基
本
と
す
る
所
と
社
会

が
興
隆
す
る
所
を
知
り
、
そ
の
後
で
こ
れ
を
身
に
つ
け
る

の
で
あ
る
。
私
は
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
「
家
学
の
書
」
と
し

て
自
戒
を
込
め
て
言
って
い
る
。  
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【
解
題
・
論
考
】 

「
家
学
の
書
」
と
遠
藤
隆
吉
の
儒
学
思
想
の
系
譜 

朽
木 

量 

 

一
．
「
家
学
の
書
」
に
つ
い
て 

遠
藤
隆
吉
の
「
家
学
の
書
」
と
呼
称
さ
れ
る
墨
蹟
は
、
現
在
、

千
葉
商
科
大
学
本
館
６
―
２
会
議
室
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
額

縁
の
裏
面
が
か
な
り
強
固
に
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
額
か
ら
取

り
外
し
て
の
観
察
が
で
き
な
い
が
、
額
装
状
態
で
の
当
該
文
書
の

寸
法
は
縦
１
８･

５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
２
３
７･

８
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
を
測
る
。
額
縁
全
体
で
は
縦
３
５
・
２
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横

は
２
６
９
・
６
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
継
紙
に
草
書
体
で
墨

書
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
学
問
を
修
め
る
た
め
に
は
、
中
国
の

四
書
や
ギ
リ
シ
ャ･

ラ
テ
ン
語
の
古
典
に
直
接
あ
た
る
こ
と
の
重

要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
書
か
れ
た
の
は
、
昭
和
十
（一
九
三
五
）

年
三
月
の
紀
年
表
記
が
あ
る
た
め
、
遠
藤
隆
吉
六
十
二
歳
の
書

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
年
は
、
遠
藤
隆
吉
に
と
っ
て
大
き
な

事
績
は
な
い
が
、
巣
鴨
中
学
創
立
か
ら
十
二
年
、
巣
鴨
高
等
商

業
学
校
（
千
葉
商
科
大
学
の
前
身
）
創
立
か
ら
七
年
後
の
こ
と
で

あ
る
。 

こ
の
書
は
、
千
葉
商
科
大
学
の
教
員
で
あ
り
、
遠
藤
隆
吉
の

娘
婿
に
あ
た
る
黒
田
直
竹
教
授
の
私
家
蔵
で
あ
った
も
の
を
、
後

に
黒
田
教
授
か
ら
千
葉
商
大
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
黒

田
１
９
７
７
）
。
能
筆
家
で
も
あ
っ
た
遠
藤
隆
吉
は
、
多
く
の
書
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を
残
し
て
い
る
が
、
千
葉
商
科
大
学
が
所
蔵
す
る
も
の
と
し
て
は
、

こ
の
書
が
数
少
な
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。 

二
．
「
家
学
の
書
」
の
内
容
と
「
為
学
之
法
」
と
の
異
同 

「
家
学
の
書
」
は
、
本
調
査
報
告
書
に
【
参
考
】
と
し
て
掲
載
し

た
『巣
園
集
』所
収
の
「為
学
之
法
」と
内
容
的
に
は
酷
似
す
る
が
、

旧
制
中
学
の
生
徒
を
念
頭
に
書
か
れ
、
漢
文
学
習
に
お
け
る
順

序
や
、
四
書
と
い
っ
た
原
典
に
あ
た
る
こ
と
の
重
要
性
が
よ
り
詳

細
に
書
か
れ
て
い
る
点
で
異
同
が
あ
る
。
特
に
、
漢
文
学
習
は
多

く
の
場
合
、
日
本
の
歴
史
家
で
あ
り
思
想
家
の
頼
三
陽
の
『日
本

外
史
』か
ら
始
め
、
中
国
の
南
宋
ま
で
の
正
史
を
要
約
し
た
歴
史

書
『
十
八
史
略
』
、
唐
宋
の
散
文
集
で
あ
る
『
唐
宋
八
家
文
読
本
』

を
経
て
、
『
大
学
』
『
中
庸
』
『
論
語
』
『
孟
子
』
の
「
四
書
」
に
な
か
な

か
至
ら
ず
に
終
わ
っ
た
り
、
「
四
書
」
は
抄
本
で
済
ま
し
た
り
す

る
こ
と
を
嘆
き
、
思
想
的
に
源
流
で
あ
る
「
四
書
」か
ら
始
め
る
べ

き
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
『
日
本
外
史
』
か
ら
「
四
書
」

ま
で
の
下
り
が
「家
学
の
書
」の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。 

ま
た
、
内
容･

表
記
に
多
少
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
「
家
学
の

書
」
と
「
為
学
之
法
」
の
両
方
で
協
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
西
洋
を

学
ぶ
際
に
も
同
様
に
、
キ
リ
ス
ト
教
だ
け
で
な
く
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ

ー
マ
（
ラ
テ
ン
）
の
古
典
も
学
び
、
思
想
の
源
流
か
ら
順
に
末
端
に

至
る
ま
で
を
学
ぶ
こ
と
と
、
漢
文
と
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
古
典
の

両
方
を
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。 

次
に
、
「
為
学
之
法
」
と
異
な
り
、
「
家
学
の
書
」
は
墨
蹟
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
関
防
印
と
落
款
を
伴
う
。
遠
藤
隆
吉
の
関
防
印
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と
落
款
は
複
数
種
類
存
在
す
る
こ
と
が
『
巣
園
自
伝
』
等
の
本
に

所
収
さ
れ
た
墨
蹟
に
よ
り
確
認
で
き
る
。
中
で
も
「
家
学
の
書
」

に
押
さ
れ
た
「
尊
天
光
（
天
の
光
を
尊
ぶ
）
」
と
書
か
れ
た
こ
の
関

防
印
は
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
十
月
三
十
日
に
教
育
勅
語

渙
発
四
十
年
記
念
式
に
あ
わ
せ
て
巣
鴨
学
園
三
層
楼
上
に
天

照
大
神
及
び
釈
迦
・
孔
子
・
キ
リ
ス
ト
・
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
四
聖
を
祀

った
遠
藤
の
思
想
を
反
映
す
る
印
影
と
な
って
い
る
。 

三
． 

前
橋
に
お
け
る
江
戸
～
明
治
期
の
儒
学
教
育 

次
に
、
遠
藤
隆
吉
の
儒
学
思
想
の
系
譜
を
辿
る
た
め
に
、
前

橋
（
前
橋
藩
松
平
家
及
び
明
治
時
代
初
期
の
前
橋
で
の
学
校
教

育
）
に
お
け
る
儒
学
教
育
の
状
況
に
つ
い
て
詳
細
な
記
述
の
あ
る

『
前
橋
市
史
』
第
三
巻
、
『
前
橋
市
教
育
史
』
上
巻
、
『
埼
玉
県
教

育
史
』な
ど
に
依
拠
し
つ
つ
概
要
を
摘
記
す
る
。 

『前
橋
市
史
』第
三
巻
（
八
〇
三
頁
）に
よ
る
と
、
酒
井
氏
に
代

わ
っ
て
前
橋
に
入
封
し
た
松
平
朝
矩

と
も
の
り

（
前
橋
松
平
家
五
代
目
、

初
代
川
越
藩
主
）
は
ま
も
な
く
室
鳩
巣
の
高
弟
河
口
静
斎
を
儒

員
と
し
て
召
抱
え
た
。
河
口
静
斎
は
名
は
光
遠
、
字
は
子
深
、

穆
仲
、
通
称
は
三
八
と
称
し
、
江
戸
時
代
前
期
の
儒
学
史
を
ま

と
め
た
『
斯
文
源
流
』
や
、
朱
子
学
の
初
学
教
育
書
で
あ
る
『
小

学
』
に
つ
い
て
論
じ
た
『静
斎
小
学
弁
評
』
等
の
著
作
で
知
ら
れ
る

人
物
で
あ
る
。
室
鳩
巣
の
弟
子
で
あ
る
か
ら
木
門
派
（
木
下
順

庵
）
の
朱
子
学
の
流
れ
を
く
む
人
物
で
あ
る
が
、
藩
校
の
創
設
ま

で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
前
橋
松
平
家
は
、
利
根
川
の

浸
食
に
よ
る
前
橋
城
廃
城
を
受
け
て
川
越
に
移
城
し
、
前
橋
は
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陣
屋
の
み
が
残
さ
れ
る
と
共
に
、
僅
か
な
藩
士
の
み
が
残
った
。
川

越
移
城
後
も
六
十
年
ほ
ど
の
間
、
文
教
政
策
は
振
る
わ
な
か
った
。

藩
校
が
創
設
さ
れ
る
の
は
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
七
月
二
十

四
日
前
橋
松
平
家
八
代
目
・四
代
目
川
越
藩
主
の
松
平
斉 な

り

典 つ
ね

の

時
で
あ
っ
た
。
川
越
に
設
け
ら
れ
た
こ
の
藩
校
は
、
「
講
学
所
」
と

称
し
、
藩
主
自
ら
次
に
掲
げ
た
直
筆
条
目
を
下
附
し
て
程
朱

学
（＝
朱
子
学
）を
正
学
と
し
、
異
説
を
禁
じ
て
い
る
。 

御
直
筆
御
条
目 

一
学
問
は
人
た
る
の
道
を
知
て
是
を
身
に
行
ひ
、
己
を
修
め

人
を
も
治
む
へ
き
為
に
て
あ
れ
は
、
徳
行
は
本
な
り
、
文

芸
は
末
也
と
思
ふ
へ
し 

一
人
の
行
ふ
へ
き
道
其
端
多
か

（マ
マ
）

中
に
、
忠
孝
を
以
て
本
と
す

る
事
誰
か
是
を
知
ら
さ
ら
む
、
し
か
は
あ
れ
と
其
真
実

に
知
り
、
真
実
に
行
へ
る
事
を
貴
ふ
へ
け
れ
は
、
其
余
の
百

行
み
な
然
り
、
か
の
徒
に
能
く
口
に
語
れ
る
ハ
貴
へ
き
に
あ

ら
す
と
思
う
へ
し 

一
す
へ
て
の
人
皆
恥
を
知
ら
さ
る
へ
か
ら
す
、
況
や
士
に
於

て
を
や
、
是
を
知
れ
は
善
き
人
と
成
て
道
ニ
ハ
聖
賢
の
域

に
も
至
り
な
ん
、
是
を
し
ら
さ
る
は
人
面
に
て
獣
心
な

り
、
心
道
理
に
暗
く
身
礼
義
を
行
は
す
、
其
才
能
も
亦

職
務
に
応
す
る
に
堪
さ
る
事
を
恥
へ
け
れ
、
家
貧
し
て
夜

食
な
と
の
あ
し
き
ハ
決
し
て
恥
へ
き
に
あ
ら
す
と
お
も
ふ
へ

し 

一
自
他
と
も
に
恭
敬
を
厚
く
し
て
貴
賎
長
幼
の
礼
法
を
正
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し
く
す
へ
し
、
仮
に
も
戯
謔
の
言
傲
慢
の
行
有
へ
か
ら
す 

一
聖
人
と
い
へ
と
も
己
を
す
て
て
人
に
従
ひ
た
ま
ふ
と
い
へ
り
、

さ
れ
ハ
常
人
に
於
て
ハ
猶
更
の
事
な
る
へ
し
、
必
ら
す
過
ち

を
改
る
に
吝
か
に
し
て
、
師
友
の
教
誡
に
戻
り
我
意
を
張

る
事
有
へ
か
ら
す 

一
学
術
は
孔
孟
程
朱
の
正
派
を
崇
ひ
守
る
へ
し
、
其
大
意
師

儒
ニ
命
し
て
撰
み
定
め
さ
せ
た
る
講
学
所
学
役
読
書
次

第
に
見
へ
た
り
、
必
ら
す
異
説
を
唱
へ
、
正
学
を
妨
る
事

有
へ
か
ら
す 

右
之
条
〻
固
く
守
り
可
相
学
者
也 

 
 

 
 

文
政
十
丁
亥 

「藩
日
記
」（『前
橋
市
史
』第
三
巻 

八
一
一
頁
所
収
） 

講
学
所
で
は
藩
主
松
平
斉
典
の
意
図
に
基
づ
き
保
岡
元
吉

に
校
訂
を
命
じ
て
『
校
刻
日
本
外
史
』
（
『
川
越
版
日
本
外
史
』
）

を
出
版
し
全
国
的
に
知
ら
れ
た
。
し
か
し
、
斉
典
の
死
後
、
安

政
二
（一
八
五
五
）年
に
は
一
年
間
の
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
ま
で
衰
退
す
る
に
至
った
。
前
橋
松
平
家
十
代
目
・川
越
藩

六
代
目
藩
主
の
松
平
直 な

お

侯 よ
し

の
治
世
に
な
る
と
講
学
所
は
再
整

備
さ
れ
、
職
員
も
創
立
当
初
を
上
回
る
五
十
一
名
と
な
った
。

こ
の
改
革
を
推
進
し
た
松
平
直
侯
は
水
戸
の
徳
川
斉
昭
の
実

子
で
あ
り
、
文
教
政
策
に
お
い
て
も
水
戸
学
の
影
響
は
少
な

く
な
か
った
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
方
針
は
次
の
藩
主
松

平
直 な

お

克 か
つ

に
も
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
る
。
慶
應
三
（一
八
六

七
）年
の
前
橋
帰
城
が
幕
府
に
許
さ
れ
る
前
年
、
慶
應
二
（一
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八
六
六
）年
三
月
二
十
六
日
前
橋
城
大
手
馬
出
し
の
外
に
あ

った
陣
屋
を
講
学
所
と
し
て
整
備
し
、
稽
古
を
始
め
る
こ
と
が

布
告
さ
れ
た
（『埼
玉
県
教
育
史
』）。
明
治
元
（一
八
六
八
）

年
十
二
月
に
は
、
改
め
て
学
問
を
尊
重
し
、
講
学
所
を
博
喩

堂
と
改
称
す
る
こ
と
が
布
告
さ
れ
た
（『前
橋
市
史
』第
三
巻 

八
一
五
頁
）。 

 

版
籍
奉
還
の
後
、
松
平
直
克
が
辞
任
し
、
松
平
直
方

な
お
か
た

が
藩

知
事
に
な
る
と
学
制
局
を
お
き
、
博
喩
堂
の
職
制
も
変
更
し

た
。
さ
ら
に
、
明
治
四
（一
八
七
一
）年
正
月
に
は
新
学
制
発

布
ま
で
の
暫
定
的
措
置
と
し
て
博
喩
堂
の
機
構
を
踏
襲
し
つ
つ
、

文
武
学
校
を
設
置
し
た
。
明
治
五
（一
八
七
二
）年
に
学
制
が

発
布
さ
れ
る
と
藩
校
は
廃
さ
れ
た
も
の
の
、
博
喩
堂
の
敷
地
に

一
番
小
学
校
厩
橋
小
学
校
が
新
設
さ
れ
た
。
教
員
も
多
く
が

実
質
的
に
継
承
さ
れ
、
明
治
六
（一
八
七
三
）年
の
「学
校
設

立
伺
指
令
」（群
馬
県
立
文
書
館
蔵
）で
は
前
橋
小
学
校
ほ
か

六
校
の
教
員
三
十
五
名
中
、
藩
校
教
育
に
関
係
す
る
者
が
二

十
三
名
と
全
体
の
六
割
を
占
め
て
い
た
（『前
橋
市
教
育
史
』

上
巻 

一
〇
五
頁
）。
明
治
十
四
（一
八
八
一
）年
に
は
群
馬

県
立
前
橋
中
学
校
（当
時
は
群
馬
県
中
学
校
と
呼
称
）の
初

代
専
任
校
長
と
し
て
、
水
戸
学
の
泰
斗
で
あ
る
内
藤
耻
叟
が

招
聘
さ
れ
て
い
る
（『前
橋
市
史
』第
四
巻 

四
九
四
頁
）。
こ
の

よ
う
に
、
博
喩
堂
を
中
心
と
す
る
旧
藩
時
代
の
漢
学
教
育
は
、

明
治
以
降
の
近
代
教
育
の
初
期
に
お
い
て
も
引
き
継
が
れ
、
大

き
く
影
響
し
て
い
た
と
い
え
る
。 
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四
． 

遠
藤
隆
吉
と
水
戸
学 

こ
う
し
た
幕
末
～
明
治
期
の
前
橋
に
お
け
る
漢
学
教
育

（と
く
に
水
戸
学
）の
変
遷
を
踏
ま
え
つ
つ
、
遠
藤
隆
吉
の
儒
学

思
想
の
系
譜
と
「家
学
の
書
」を
読
み
解
い
て
み
た
い
。 

先
述
の
よ
う
に
、
「家
学
の
書
」は
漢
文
学
習
の
順
序
に
言

及
し
て
い
る
所
に
特
徴
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
後
世
の
『日
本
外

史
』や
『唐
宋
八
家
文
読
本
』よ
り
も
、
ま
ず
は
「四
書
」に
取

り
組
む
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
原
典
で
あ
る
「四
書
」に
か

え
ろ
う
と
す
る
発
想
は
伊
藤
仁
斎
ら
の
古
学
派
や
荻
生
徂
徠

の
古
文
辞
学
派
の
そ
れ
に
近
し
い
。
『巣
園
自
伝
』に
よ
る
と
、

遠
藤
は
幼
少
時
以
来
、
多
く
の
師
に
つ
い
て
漢
学
を
学
ん
で
い

る
。
最
初
は
、
隣
家
の
野
島
一
郎
と
そ
の
弟
小
林
銃
三
郎
に
習

った
（『巣
園
自
伝
』二
六
頁
）。
同
時
に
、
前
橋
で
古
道
具
屋

を
営
む
古
澤
庸
軒
に
も
影
響
を
受
け
た
（前
掲
書
二
七
頁
、

三
〇
頁
）。
こ
の
野
島
・小
林
・古
澤
の
三
者
が
い
か
な
る
儒
学

の
系
譜
に
連
な
る
人
物
で
あ
る
か
は
管
見
の
限
り
定
か
で
は
な

い
。
し
か
し
、
最
も
多
感
な
時
期
で
あ
る
中
学
校
で
は
、
中
西

弘
造
に
習
って
い
た
と
さ
れ
る
（前
掲
書
二
七
頁
、
三
八
頁
）。

こ
の
中
西
弘
造
は
天
保
七
（一
八
三
六
）年
江
戸
の
芝
愛
宕
下

の
生
ま
れ
で
、
代
々
松
平
氏
に
仕
え
る
家
柄
で
あ
った
。
十
歳

で
佐
藤
一
斎
の
門
人
宇
津
木
弘
に
従
って
七
年
学
ん
だ
。
そ
の

後
、
父
に
従
って
水
戸
に
行
き
、
水
戸
の
儒
者
会
津

（
マ
マ
。

恒
蔵

会
澤
カ
）

、
秋

山
興
、
隠
井
淡
路
等
に
従
って
国
学
及
び
儒
学
を
学
ん
だ
（註

一
）。
安
政
四
（一
八
五
七
）年
川
越
よ
り
厩
橋
に
転
じ
て
、
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藩
儒
保
岡
正
太
郎
に
漢
学
を
学
び
、
博
喩
堂
助
教
と
な
った
。

ま
た
、
同
時
期
に
私
塾
も
開
い
て
い
る
。
明
治
に
な
る
と
前
橋

の
教
員
伝
習
所
に
入
って
教
則
を
学
び
、
い
く
つ
か
の
小
学
校

を
歴
任
し
た
上
で
、
明
治
十
二
（一
八
七
九
）年
県
立
中
学

校
教
師
と
な
った
人
物
で
あ
る
（『前
橋
市
教
育
史
』上
巻 

一

七
八
頁
）。
水
戸
に
遊
学
し
、
徳
川
斉
昭
の
実
子
で
あ
る
藩
主

松
平
直
侯
が
再
整
備
し
た
講
学
所
で
助
教
と
な
った
こ
と
か

ら
、
水
戸
学
の
影
響
を
受
け
た
人
物
で
あ
った
と
考
え
ら
れ

る
。  こ

れ
ら
の
漢
学
の
師
の
影
響
を
受
け
、
遠
藤
隆
吉
は
中
学

生
時
代
に
は
、
水
戸
学
の
藤
田
東
湖
に
傾
倒
し
て
い
た
。
『巣

園
自
伝
』に
よ
る
と
、
「私
は
中
学
の
四
年
頃
に
は
藤
田
東
湖

の
正
気
歌
で
あ
る
と
か
、
弘
道
館
記
述
義
で
あ
る
と
か
云
ふ
や

う
な
も
の
を
精
神
を
引
き
立
た
せ
る
も
の
と
し
て
愛
読
し
て

居
った
。
そ
れ
が
今
日
に
な
って
も
身
心
の
滋
養
分
に
な
って
居

る
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
」と
述
べ
て
い
る
（『巣
園
自
伝
』二
九

頁
）。
藤
田
東
湖
に
つ
い
て
は
、
父
遠
藤
千
次
郎
も
高
く
評
価

し
て
い
た
。
『巣
園
自
伝
』に
よ
る
と
、
父
千
次
郎
は
「藤
田
東

湖
を
推
賞
し
て
居
った
が
、
時
々
言
ふ
て
居
た
。
興
国
院
様

（厩
橋
城
主
に
し
て
水
戸
よ
り
養
子
に
来
ら
れ
た
方
）が
御
養

子
に
来
ら
れ
る
時
に
は
藤
田
東
湖
が
家
老
山
田
氏
の
許
に

度
々
手
紙
を
寄
せ
ら
れ
、
山
田
家
に
は
沢
山
あ
った
筈
だ
が

如
何
し
た
か
惜
し
む
べ
き
で
あ
る
」と
述
べ
た
り
、
「東
湖
は
安

政
二
年
の
地
震
に
一
旦
は
出
た
が
、
老
母
の
居
る
に
気
付
き
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更
に
入
って
之
を
救
ひ
出
し
身
を
以
て
梁
を
支
へ
、
死
ん
で
了
っ

た
の
だ
と
い
ふ
こ
と
だ
が
親
孝
行
の
も
の
だ
と
非
常
に
感
服
し

て
居
った
」そ
う
で
あ
る
（前
掲
書
一
二
頁
）。
遠
藤
隆
吉
は
、

藤
田
東
湖
に
つ
い
て
の
「此
れ
等
の
事
実
如
何
は
保
証
の
限
り

で
な
い
が
、
私
に
取
って
は
一
種
の
刺
激
と
な
った
ら
し
い
」と
述

べ
て
い
る
（前
掲
書
一
二
頁
）。
ま
た
、
荻
生
徂
徠
に
つ
い
て
も
、

「漢
文
で
あ
れ
ば
徂
徠
を
学
び
、
社
会
学
で
は
ア
メ
リ
カ
の
心

理
学
派
か
ら
影
響
せ
ら
る

こゝ
と
多
大
で
あ
る
と
い
ふ
具
合
だ
」

と
述
べ
て
い
る
（『巣
園
自
伝
』一
〇
四
頁
）。
こ
の
よ
う
に
『巣

園
自
伝
』を
見
る
限
り
、
遠
藤
隆
吉
が
水
戸
学
や
古
学
派
に

傾
倒
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。 

さ
て
、
水
戸
学
は
古
学
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
会
沢
正
志
斎
が
「伊
藤
仁
斎
は

徳
を
尚
び
行
を
修
め
、
当
代
の
儒
宗
た
り
。
首 は

じ

め
古
学
を
発

明
し
、
後
人
の
説
と
聖
径
と
に
同
異
あ
る
を
弁
ず
。
而
し
て
拡

充
・長
養
の
旨
、
日
用
常
行
の
義
を
論
ず
る
こ
と
、
極 き

は
め
て

詳
明
な
り
」（『下
学
邇
言
』巻
之
二
―
三
〇
四
）と
述
べ
る
と

と
も
に
、
「凡
そ
聖
賢
の
法
は
、
そ
の
意
は
美
と
雖
も
、
古
今
宜

し
き
を
異
に
す
。
其
の
跡
に
必
ず
し
も
泥 な

ず

む
べ
か
ら
ず
。
其
の

意
は
即
ち
以
て
師
法
と
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
斟
酌
損
益
し
て
、

之
を
活
用
す
る
は
其
の
人
に
あ
り
」（『下
学
邇
言
』巻
之
二
―

二
七
四
）と
述
べ
て
、
伊
藤
仁
斎
が
孔
孟
の
聖
語
と
後
世
の
訓

詁
学
の
成
果
と
を
区
別
し
た
こ
と
と
、
日
常
の
生
活
経
験
を
重

視
す
る
実
学
的
な
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
展
開
し
て
き
た
こ
と
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を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
「建
学
の
趣
旨
」に
見
ら
れ
る
よ
う
に

（註
二
）、
遠
藤
隆
吉
も
ま
た
実
学
的
な
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を

重
視
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
「家
学
の
書
」に
見

ら
れ
る
「四
書
」重
視
の
発
想
は
古
学
派
と
、
古
学
と
国
学
と

あ
わ
せ
て
発
展
さ
せ
た
水
戸
学
の
思
想
に
由
来
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。 

五
． 

遠
藤
隆
吉
と
井
上
哲
次
郎 

次
に
、
「家
学
の
書
」に
み
ら
れ
る
ギ
リ
シ
ャ
・ラ
テ
ン
の
古
典

へ
の
言
及
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
先
述
の
よ
う
に
、
「家
学
の
書
」

で
は
、
漢
学
の
古
典
に
対
す
る
の
と
同
様
に
、
ギ
リ
シ
ャ
・ラ
テ

ン
の
古
典
に
学
ぶ
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
発
想
は
、
大

学
時
代
の
師
で
あ
る
井
上
哲
次
郎
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。 

遠
藤
は
、
『巣
園
自
伝
』の
「学
問
は
誰
れ
の
継
承
か
」の
中

で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「直
接
教
へ
を
受
け
た
先
生
と

し
て
は
井
上
（
哲
）
先
生
が
あ
り
、
元
良
勇
次
郎
先
生
が
あ
る
。

井
上
先
生
は
博
覧
強
記
古
今
絶
倫
の
人
で
あ
り
、
何
処
を
学

ん
で
宜
い
か
分
ら
な
い
が
、
私
の
最
も
影
響
さ
れ
た
の
は
学
、

東
西
に
偏
せ
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
」（『巣
園
自
伝
』一
〇
四

頁
）。
こ
の
一
文
だ
け
で
も
、
「家
学
の
書
」の
中
で
漢
学
と
ギ
リ

シ
ャ
・ラ
テ
ン
の
古
典
を
と
も
に
重
視
す
る
理
由
が
、
東
西
に
偏

せ
な
い
と
い
う
考
え
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

さ
ら
に
、
『遠
藤
隆
吉
伝
』に
よ
る
と
、
逝
去
の
際
に
机
上
に

残
さ
れ
た
大
学
ノ
ー
ト
に
は
「東
西
文
明
の
連
絡
」の
文
字
が

あ
った
と
さ
れ
る
（『遠
藤
隆
吉
伝
』三
一
七
頁
）。
ま
た
、
遠
藤
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が
最
も
重
視
し
た
儒
学
の
概
念
の
一
つ
で
あ
る
「孝
」に
つ
い
て

も
、
著
書
『孝
経
及
東
西
洋
の
孝
道
』に
お
い
て
、
ギ
リ
シ
ャ
古

代
に
お
け
る
「
孝
」
概
念
の
検
討
に
多
く
の
紙
幅
を
割
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
遠
藤
が
師
で
あ
る
井
上
哲
次
郎
の
「
学
、

東
西
に
偏
せ
な
い
」と
い
う
こ
と
を
如
何
に
重
視
し
て
い
た
か
が

分
か
る
。 

六
． 

四
書
の
心
理
的
表
象 

先
述
の
よ
う
に
、
遠
藤
隆
吉
は
大
学
時
代
に
直
接
教
え
を

受
け
た
先
生
と
し
て
井
上
哲
次
郎
と
と
も
に
元
良
勇
次
郎
の

名
も
挙
げ
て
い
る
。
遠
藤
は
「元
良
先
生
は
心
理
学
の
泰
斗
で

あ
った
。
私
の
考
へ
方
（Ｄ
ｅ
ｎ
ｋ
ｅ
ｎ
ｓ 

ｗ
ｅ
ｉ
ｓ
）は
全
く
先
生

に
出
た
と
い
ふ
て
宜
い
。
即
ち
物
事
を
心
理
学
的
に
考
察
す
る

の
が
私
の
習
慣
で
あ
る
」と
述
べ
て
い
る
（『巣
園
自
伝
』一
〇
四

頁
）。
そ
の
意
味
で
四
書
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義
と
長
所
を
、
遠

藤
は
『経
史
説
林
』の
中
で
心
理
的
表
象
と
し
て
述
べ
て
い
る

（遠
藤
１
９
０
８
）。
「家
学
の
書
」で
は
こ
の
心
理
的
表
象
に
つ

い
て
明
示
的
に
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
遠
藤
が
四

書
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
を
知
る
上
で
重
要
な
の

で
、
こ
の
こ
と
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
さ
て
、
そ
の
心
理
的
表

象
は
感
覚
的
連
想
と
中
心
的
連
想
に
大
別
さ
れ
る
。
感
覚
的

連
想
と
は
和
綴
じ
で
漢
字
ば
か
り
が
並
ぶ
四
書
の
外
観
に
よ

り
①
厳
し
き
こ
と
、
②
堂
々
た
る
こ
と
、
③
古
め
か
し
き
こ
と

の
三
点
が
四
書
を
学
ぶ
上
で
連
想
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
中
心
的
連
想
と
し
て
は
①
社
会
的
根
拠
が
あ
る
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こ
と
、
②
崇
高
の
感
を
与
え
る
こ
と
、
③
温
順
の
感
を
伴
う
こ

と
、
④
遠
大
高
尚
の
理
想
を
与
え
る
こ
と
の
四
点
を
挙
げ
て
い

る
。
社
会
的
根
拠
と
は
我
々
の
祖
先
と
同
じ
書
物
を
読
む
こ

と
に
よ
り
社
会
に
根
差
し
て
い
る
と
実
感
す
る
こ
と
を
さ
す
。

崇
高
の
感
と
は
非
難
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
人
格
者
の
言
で
あ

る
と
思
う
と
自
ず
と
崇
高
な
も
の
に
感
じ
る
と
い
う
こ
と
を
さ

す
。
温
順
の
感
と
は
、
角
の
な
い
聖
賢
の
語
に
何
と
な
く
優
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
を
さ
す
。
遠
大
高
尚
な
理
想
を
与
え
る
と
は
、

少
年
に
と
って
意
味
は
理
解
で
き
ず
と
も
何
と
な
く
高
尚
な
理

想
的
人
物
像
が
吹
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
さ
す
。
こ
の
よ
う
に
、

遠
藤
の
い
う
心
理
的
表
象
と
は
、
漢
文
の
読
み
方
の
学
習
や
、

古
代
中
国
の
思
想
の
理
解
と
い
った
直
接
的
な
学
び
以
外
に
、

学
習
者
で
あ
る
青
少
年
に
心
理
的
な
好
影
響
を
与
え
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
観
点
は
「心
理
学
的
に
考
察
す
る

の
が
私
の
習
慣
」と
ま
で
い
う
だ
け
あ
って
遠
藤
独
自
の
も
の
で

あ
ろ
う
が
、
「家
学
の
書
」に
お
い
て
遠
藤
が
と
り
わ
け
四
書
を

重
視
す
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

七
． 

ま
と
め 

 

以
上
の
よ
う
に
、
「家
学
の
書
」に
依
拠
し
つ
つ
、
遠
藤
隆
吉
の

幼
少
期
、
中
学
生
時
代
、
大
学
で
の
学
び
に
沿
い
な
が
ら
、
そ

の
時
々
で
得
ら
れ
た
儒
学
思
想
の
系
譜
を
述
べ
て
き
た
。
「家

学
の
書
」は
、
遠
藤
の
学
問
（と
く
に
漢
学
）に
対
す
る
ス
タ
ン
ス

を
述
べ
る
と
共
に
、
人
々
が
共
に
知
り
共
に
知
って
い
る
べ
き
事

柄
を
知
って
い
る
こ
と
の
重
要
性
を
若
い
学
生
た
ち
に
伝
え
た
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文
章
で
あ
る
。
九
十
年
近
く
が
経
過
し
た
今
で
あ
って
も
、
現

代
の
大
学
生
た
ち
に
も
読
ま
せ
た
い
内
容
と
な
って
い
る
が
、
草

書
体
で
書
か
れ
た
「家
学
の
書
」は
、
今
や
見
る
人
に
と
って
難

解
な
も
の
に
な
って
い
る
。
こ
の
資
料
研
究
報
告
が
、
「家
学
の

書
」の
内
容
に
触
れ
た
い
と
思
う
全
て
の
人
の
一
助
に
な
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。 

 

〈註
〉 （註

一
） 

 

『前
橋
市
教
育
史
』上
巻
に
は
会
津
恒
蔵
と
あ
る
が
、
当
該

人
物
は
特
定
で
き
な
い
。
津
と
澤
の
草
書
は
酷
似
す
る
た
め
、

会
澤
恒
蔵
（会
澤
安
・会
澤
正
志
斎
と
同
一
人
物
）の
誤
記
と

考
え
ら
れ
る
。 

（註
二
） 

遠
藤
隆
吉
「建
学
の
趣
旨
」全
文
は 

「能
力
を
外
に
し
て
長
幼
の
序
を
認
め
、
為
に
す
る
所
な
く
し

て
人
格
の
光
を
仰
ぎ
、
天
道
の
自
ら
至
る
を
恐
れ
人
倫
の
當
に

依
る
べ
き
に
従
う
。
人
類
を
一
視
し
て
其
の
幸
栄
を
増
進
し
、

有
用
の
学
術
を
修
め
質
実
の
気
風
を
養
い
、
適
く
所
と
し
て
其

の
天
職
を
完
う
せ
ん
と
す
」（『巣
鴨
精
神
』六
頁
） 

で
あ
り
、
当
該
文
中
の
「有
用
な
学
術
」の
く
だ
り
に
実
学
重

視
の
考
え
が
表
れ
て
い
る
。 
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